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目次

1.第30番ホ長調 op. 109 

2. 第31番変イ調 op. 110 

3. 第32番ハ短調 op. 111 

1. 作品例についての楽譜はヘルン版による。

2. 楽章は戸ーマ数字を以て示す。例えば， --11一一

3. 小節番号はアラビア数字を以て示す。例えば， (5)例えば⑤

4. 作品例についてはアラビア数字を以て記す。例えば， 5 

5. op. 2-胤 1から op.53までは岩手大学研究年報第45巻第1号 (1985.10)に掲載。

op.78からop.106までは岩手大学研究年報第46巻第1号(1986.10)に掲載。

第30番ホ長調 op. 109 

作曲年1820 マクシミリアン・フォン・ブレ γターノ 1)

全体は3楽章の構成をとり，作品101，106の規模拡大に対して，この作品では規模の縮小を

行なっている。曲における重点は終楽章の変奏曲におかれ，長いトリルが主要部分に絶えるこ

となく続けられ，最後に主題が静かに回想されppで曲が閉じられる。

変奏形式。主題と 6つの変奏曲から成る。主題は4分の3拍子。 Gesangvoll，mit innigster 

Empfindungと指示され，静かな感動を呼び起こす美しい旋律の主題となっている。第6変奏

では主題が肉声に歌われ，音符が次第に細やかになり，やがて延々とトリルが続けられる。

ホ 岩手大学教育学部

1) 彼女はフラ:/?アルトの上院議員フランツ・フォン・プレンターの娘。
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変奏曲形式(I ~6 変奏，楽章終止〉の第 6 変奏に使用されている。この第 6 変奏は， 4分
の3拍子に始まり，やがて8分の 9拍子と変って細やかな音符となり，トリルに吸い込まれる

ように進行する。

① レオニード・クロイツアーによる奏法
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164小節

1. 

168/J、節

2. 

177小節

3. A け tJ vJ 

② Schirmerによる奏法

164小節

4. 

167小節

5. 

7 

2) クロイヅア戸豊子による奏法に同じ。

高橋功宜

2) 



ベートーヴヱンのトリルの研究(3)
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クロイツアー豊子による奏法

111小節

10. 

3) Schuster. Schirmerによる奏法に同じ。
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ブタペストによる奏法

(164"-'168) 

11. 

見三三巳..JL..J; 

」 - .. ヘ 4ヘ ..--...知-....¥，，;-ヘ 4・ー¥与ー、 ト、、 い.!.t言『¥ざ¥百戸¥5¥f¥

--- ~---- ---- fJVJ  VVZMiYVs~併号三三三宝j

;九品ー門ー-門づ J官ユケ?寸了Z1i?2;
-
u
.
V斗
d
z
'r r r 

¥. 

'.ー， ， 

竺f士三!とこzコゴ
JT1J「 fhbz 

f 

ー--
，，-一ー一λ一一ー一

%1 

q~ 77' 
、-ーー一ーー--、-ーー一、、』ーーーーー，〆



ベートーグェ γのトリルの研究(3) 27 

C176~187) 

12. (176) 

宅プ j7f'.翌三ムーyp干z予ヨ l 日 1汚.1 

ん__-J ~一一一ー....A

E童三号. ??ロF
-" ...... ーーー

Er一一~¥正一一一一 z一一一----:-ー~¥ 4p一一ーー トー~

:J7 ム γ .b γ ム7ム，. 11 

=盟国同 ー咽砂

.1 r:--J -~，.，..戸4- Iι1 % J"i'ij-S-. 1 

fJ 

とご--じ二二二一一ζ二二二一ζ二二二ご-FニここJ一一子二二二 ;--ζ・

: 示 ~-----------~------~---------~--------j-~ ーム 'f 示 'f ー-，

4二fl fl.1'-_1'-.1'- 二孟主=

si2 1 • J 3 1 ~'I l ~ 1 ~ 12 1 ~l 

s一一三二二二二二:日子二二二二二一一ι二二二二一・1二二二二二二一芸ニニここ--二二三.

87J174hγ ム ;γ ム 'f ~ 'f +~ 

-・F 品 目== --- ==冨冨亘扇

ーハ
BZl~‘ -'1%1: 1 ・ ~~冨ノ

ニ£Ezζ



28 高橋功宜

8 一一・・1子ニζ之こ----にニニこ._-.-!-二二二一寸!~誌記:.".-:=...1:4..品主主
回目---言語語官言語冨吉言語三這量F言語吾苦吾量F 這量言=ーーニー一一一ー=ー=二ーτ=====!

d・.......
jh品 V ム '1 11 守 k ，! :i・ ... 

~:~:: ; '.' 35 ffiソー!と: ζ~ 国哩..:::::;::::;;;-哩盟:::aa_ー--， ~ = ー=
イ~lr321~~21~3214.. ••• ..・....
-̂  A 

引 ，L-----k L一一一 E一一--=...U...J.! t !， S ! S 3 [poe1l白引h・g

- ーーーー 画面白置ー一一一一日ー面白==ーー一一-画面--ー=三Eヨ
凶 ci，...仇 ..'P'P 

ih晶 γ jI '1 ..h '1 " 人
Ib ，. 1 ~て i刊首位Nf~riU-晶4

4即時也巴ー一一ー一一」'-4一一‘一一-J--z=i，同制岳T手当一一→ーーー一一ー一一ーーづー吾白--='守、F→で← ~I ，-r=; ・白.:J;;:← J 

』ヨF .，. ." ...' ? ffe ' 47一一二一
ー-̂-一一一ー へ

Temp~ I. 
cG.71tab‘血

11 ~・ 6ミ 5 ‘s S. 4~ 

4・ιτ3I : _ 3 
-5  ~ u 

50 S 

第31番変イ長調 op. 110 

作曲年 1821 献呈一一

このソナタは3楽章で構成され，全体が有機的な、流れのもとに，曲の重点は最終楽章におか

れている。また，全体に深い情緒に盛られ荘厳な雰囲気のする作品である。

一一-1 一一一

4分の3拍子，ソナタ形式。和音伴奏の上に流れる第1主題は実に優美な旋律で，曲全体に

見事に溶け合い柔らかな雰囲気をかもしだしている。

例. 2 (25"-'27) 

(25) 



ベートーヴェンのトリルの研究(3) 29 

提示部第2主題の部分に使用され，高音部が上行進行しているのに対し，反進行をとりなが

ら順次下行しトリルを使用している。

奏法

音の進行を考え，主要音開始が適当と考える。レオニード・クロイツアーの奏法によれば，

トリルの最初の音にアクセントを付している。

25小節

13. 

例. 3 
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展開部に使用されているもので，トリルの後再現部にはいる。

奏法

•• b弓 3s 

主要音による開始，レオニード・クロイツアーによれば次のような奏法をとっている。

4) 
14. 

!と:;デ宅
第32番ハ短調 op. 111 

作曲年 1821~22 献呈ルード、ルフ大公

ピアノ・ソナタ作品 111は，技法においても，またその内容においても最後を飾るに相応し

い作品で，第1楽章は対位法的な手法を駆使し，第2楽章では変奏曲形式によってまとめてい

る。

4) タロイヅア戸豊子による奏法に同じ。
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一一一 I一一一

4分の4拍子。全体がフーガ手法によるソナタ形式。序奏は減七の和音で開始され荘厳なも

のである。主部は ffで第1主題も冒頭動機が先行的に強調されたのち，第1主題があらため

てユニゾンで奏される。この第1主題がやがてフーガ手法によって見事に展開されていく。

例.4 (77~83) 
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ソナタ形式。展開部に使用されている。

奏法

①レオニード・クロイツアーによる奏法

77小節。主要音開始で3連音符によるトリルとしている。

15 事石~ム三~

②トーヴィによる奏法

81小節。次のような理由から上方補助音の開始としている。 I彼は注意深く 2分音符にスラ

ーをかけているが 8分音符にはスラーをはぶいている。軽く分離された8分音符は，次のよ

うに処理することを可能にしよう。便宜上このトリルは上方の音符から始める。そのほかのも

のも，同様にしてもかまわない。耳は不器用な衝突が起こらなければ，そのような点には，そ
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れほど神経質なものではない。」と説明し，次のような奏法を示している。

r寸ゴ庁1..rrづ「ナオ

1 2 1 
量削

16. 

しかし，この場合は主要音開始が適当であると考える。

次に主要音開始について例を示す。

③ Schusterによる奏法
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騨堅企竺旦19. 

Schirmerによる奏法

調直喜五里司1

② 

18. 

次のトリル音の省略による奏法例を示す。

③ Budapestによる奏法

A 1 24主主Li212LL4
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20. 

一一-11一一一

主題と 5つの変奏からなり，全体が繊細な音の流れに限りない深みを感じさせる。第5変奏

曲では，細やかな伴奏で主題が歌われ，やがてトリルがあらわれてコーダに入り，そこでもト

リルによる響きのうちに ppで主題を回想し，最後に fまでクレッシエンドし，再びppにな

って静かに全曲が閉じられる。
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高橋功宜
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32分音符の律動からトリルに変わり，主題の官頭音形が展開され，やがて第5変奏に進行す

る。

奏法

① レオニード・グロイツアーによる奏法

106小節，旋律音を明瞭に表現するために， トリルの省略法を使用している。

21. 

117小節，主要音からの開始。

22. A8;一一一一一一一一一一巧『一「一 一一一ーでよ 目 j亡_.-官J今ιニι:::JI
u ー ←一一一

Schusterによる奏法

106小節， 2つの奏法を示している。

23. 

または

M 義革犀犀惇mfF

5) クロイツアー豊子による奏法に同じ。
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114小節，右手

25. 4F謂居間賢官h・聞局記局問題古車電車盟;

ォ控空m白目白白白向~呼
事豚・拍車~誌草ト 弓~.

114小節，左手

26. 
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Schirmerによる奏法

106小節

27. 説主午士ご!さξ缶干~二rw1 ~Eæ=~ etc 

28. 

④ トーヴィによる奏法

112小節について，トーヴィは次のように述べている。

r112小節一一言の指づ、かいは，ベートーヴェンのものである。彼は，軽率に思われるけれど

も，彼が内声部のトリルは上声部のものとは反対の方向のものを考えていることはわかるだろ

うと，出版者と演奏者を信頼していたのであって，そうすればこのほとんどやさしいと云える
氏1...，-

二重トリル享三喜三が生まれるので、あって，そこでは;を!と代えることもできる。しかしこ

の指づかいは手不可能なぶざまな義きではないのである。左手のトリルは主要音符から

教えられるべきであり，そうすると三重トリル全体は，こうなる。

I~I 
謹謹呈しかし次のよう Vこするとあまり目立ったト短調和音ができてしまうだろう。 選言言

ひとつの代用策として，ベートーヴェンは内部のトリルを省略して， 113小節でDの上に反復

する 8分音符をおくことを示唆している。そのようなやりくり手段は，出版者が彼に無理強い

したものであるの」としている。

6) ベート』グェンヒ。7ノ・ Yナタ集][. ハロルド・タラタストン編， トーグィ注解.山根銀二訳 p.264 



宜

また， 114小節においては r自筆楽譜は，低い方のトリルがこの小節の第1拍全部を通じ
て続いている聞に，内声部のトリルは，この小節で，あるいはその直前に中止されるべきこと

をはっきり示しているη」と述べている。

⑤ Budapestoによる奏法

106小節~

功橋高34 
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7) p.265 トーグィ注解.山根銀二訳ハロルド・クヲクストン編，ベF トF グェ y ヒ。アノ・ヅナタ集1Il.
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160小節からトリルが開始される。 161小節途中から終始となるが，終始には長いト Pルと同

時に主題が中戸あるいは高戸に歌われ素晴らしい雰囲気をかもしだしている。

① レオニード・グロイツアーによる奏法

160小節。トリルの始まりから正確に，やや遅れて導入される左手の2倍の速度とする。は

じめは，この前の変奏曲の性質を残してやや速し次第に緩めて，この世ならぬ醇化された最

後の主題えと導入する 8)Jと述べ，開始音は上方補助音のE音としている。

30. 

② クロイツアー豊子による奏法

160小節， 開始音を主要音のD音とし， レオニード・クロイツアーとは別の開始音を示して
L 、る。

31. 
8…………… 

U一一一一一ー国Jfr ーよ
a己t骨

1AiJ; 

161小節， トリル音省略方法をとっている

32. 8"ーー…・…………・・……………一一…・…・・……""'
t 

百己目時
P' 

奏法

8) 装節音 L.クロイツアー著大化書房 p.l71 
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③ トーヴィによる奏法

161小節以降の奏法について，トーヴィは次のように述べている。

「にせのトリル」は，いつでも使ってし、し、わけではないが，ここでは無害で、ある。諸君のト

リルがし、くつの音符をふくむべきかをきめても，何も得るところはない。教育的な版の伝統的

な傾向は，し、かなるよい演奏家も満足させないような貧弱な固苦しいトリルを規定してきてい

る。ここで仕事に取りかかるのに適当な方法は，この3連音符の伴奏の上で平均のとれたトリ

ルを2倍以上おそくして，練習することであるの」と奏法を示している。

33. nIJ1J.JJ1J..LJ..LJ IJJJ..，lJ 

hold with pedal，orwith L.H. 

|.J .J.J.J.J.J.J.J .)..L.J I.J.J.J.J.J 

163~171小節の奏法について。

「自筆楽譜では， 169小節におけるように旋律をトリルの中におとしてしまう代わりに， 170 

小節の終わりでは， トリルを旋律に移していることが，全く明瞭である。 2つの違いはわずか

であるが，それぞれの場合がそれの独自の線でいっそう明瞭に弾きうるのであるから，実際的

な価値があるのである。 168小節では，自筆楽譜の読み方では，次のように弾くことが出来

る10)Jと奏法をしめしている。

9) ベートーグェンヒ。7ノ・ソナF集E トーグィ注解，山根銀二訳 p.264 
10) ベートーグェ y ピアノ・ソナF集E トーグィ注解. p.265 
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168小節。

Canlabile 
34. 
J:υ…...1市?
3;m.zv 

170小節

35. 

④ Schusterによる奏法

〉一~tr

ι・.........Iつjj'J.

165小節。主要音のG音を開始としている。

併晶一・

主L

ーー

36. 

55聞周司馬覇中内主二

⑤ Schirmerによる奏法

168小節。 トリル音の省略法をとっている。

37. 

⑥ Budapestoによる奏法

160~171小節。トリルの省略法をとっている。

38. 
i ァー古川ト--Jゎ

(160) 

ρZI  ~l 

ーーλーー一九一ー~

~ • 
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160~171小節にかけて，うえに示したように様々な演奏法を考えることが出来る。しかし，

この作品分析によって161小節については，開始音を主要音のD音とし， 161小節以降について

はトリル音の省略法による奏法が最良と考える。

まとめ

ベートーヴェンのピアノ・ソナタ (op.2 No.1 ~op.lll)についてのトリルを，次のように

まとめることが出来る。

1)初期の作品では，主音符と隣接音との反復によって，主音符の響きをまっとうすることが

主たる目的として考えられるが，特に後期の作品では，隣接音との繰り返しによって生じる音

響現象を利用し素晴らしい雰囲気をだすことに成功している1九

奏法について，

2) トリルの開始。

トリルの開始は，上方補助音からの開始と主要音からの開始の二つに考えることが出来る

が，原則として主要音開始適当と考える。その理由としては，不協和音の強調する事よりも旋

律の流れを不明瞭にすべきではないと考えるからである。特に，①主要音に主題的意味のある

場合同。②トリルの直前に上方補助音と同じ音がある場合同。③低音にトリルが使用されてい

る場合同。④上昇音階的に進行した後にトリルが使用されている場合同。⑤トリルの連鎖によ

る場合同。⑥トリルの前に小音符による指示がある場合はそれに従う 17)。

3) トリルの終結。

トリル音から次ぎの音に進行する場合，流れを美しくするために後打音を書き入れていない

ときでも，原則としてそれを入れて奏することが良いと考える。但し，例外として順次下降し

て次ぎの音に進行する場合は，音の流れに不自然がなく，ときには後打音を省略して奏するこ

とも考えられる。

4)旋律を奏しながら同じ片手でトリルを弾く場合には，トリルの省略法による奏法を用い

る。但し，テンポ等から考え演奏に無理を生じない場合にはあえてトリルの省略法で、奏する必

要はない18)。

5) トリルは原則として規則的に行なうべきである，他のパートが正しいリズムで進行してい

る場合は特に明確にする必要がある。但し，トリルのみによって長く奏するばあいに，時とし

てテンポを変化させ効果的な表現をする場合がある 19)。しかしテンポの変化については，慎重

11) op.109 第E楽章，第W変奏， op.111 第E楽章第V変奏
12) 例.op.31の1 第E楽章 1小飾。
13) 例.op.2の1 N楽章 85小節。
14) 例.op.106 第N楽章 369小節。
15) 例.op.27の2 第E楽章 187/J、節。
16) 例.op.110 第 I楽章 55小節。
17) 例.op.57 第 I楽章 44小節~46Jj、節。

18) 例.op.106 第N楽章 279小節。
19) 例.op.27の2 第E楽章 p.187
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に行なう必要があり乱用しではならない。
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